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評
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中
瀬
哲
史

『
日
本
電
気
事
業
経
営
史
－
九
電
力
体
制
の
時
代
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
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電
気
事
業
は
、
日
本
の
経
済
発
展
を
支
え
て
き
た
公
益
事
業
で
あ

り
、
九
つ
の
電
力
会
社
自
身
が
日
本
や
地
域
を
代
表
す
る
大
企
業
で

あ
る
。
し
か
し
近
年
、
そ
の
電
気
事
業
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
動
き

が
あ
る
。
一
つ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
東
京
電
力
の
情
報
隠
蔽
事
件
や

二
〇
〇
四
年
の
死
者
を
出
し
た
関
西
電
力
美
浜
原
子
力
発
電
所
に
お

け
る
蒸
気
噴
出
事
故
な
ど
の
一
連
の
事
故
や
不
祥
事
で
あ
り
、
電
力

事
業
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
電

力
自
由
化
や
地
球
温
暖
化
問
題
を
背
景
に
欧
州
で
進
め
ら
れ
て
い
る

大
規
模
集
中
型
か
ら
小
規
模
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
転
換
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
日

本
で
も
石
炭
や
原
子
力
発
電
な
ど
に
よ
る
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
供
給
方
法
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
研
究
課
題
は
、
「
日
本
の
電
力
の
供
給
主
体
と
供
給
方
法

の
変
遷
に
留
意
し
、
電
気
事
業
経
営
を
歴
史
的
に
捉
え
、
九
電
力
体

制
と
は
何
な
の
か
、
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
日
本
の
電
気
事
業
経

営
の
方
向
性
を
示
唆
」
（
i
～
H
ペ
ー
ジ
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
電

気
事
業
史
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
本
書

の
特
徴
は
、
日
本
の
電
気
事
業
が
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
発
展
を
遂
げ
た
の
か
に
つ
い
て
、

こ
の
時
期
の
政
治
・
経
済
と
の
関
わ
り
と
供
給
主
体
に
よ
る
供
給
方

法
の
模
索
を
論
じ
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
日
本
の
電
気

事
業
の
歴
史
を
単
に
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
電
力
供
給

の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
水
力
発
電
開
発
や
原
子
力
発
電
の
立
地
が
も

た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
歴
史
を
通
し
て
論
じ
て
い
る
点
に
先
行
研
究

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
が
「
あ

と
が
き
」
で
、
「
私
は
、
自
ら
が
生
き
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
自

ら
が
行
う
歴
史
研
究
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
は
っ

き
り
と
認
識
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
」
（
二
四
ニ
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ

中
瀬
哲
史
『
日
本
電
気
事
業
経
営
史
一
九
電
力
体
制
の
時
代
一
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
　
（
上
園
）

二
〇
三
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て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
本
書
の

研
究
手
法
を
み
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
貴
重
な
史
料
を
は
じ

め
膨
大
な
原
資
料
を
用
い
て
、
電
気
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
実
態

を
如
実
に
描
写
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
根
気
の
要
す
る
作
業
を
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
点
は
大
い
に
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
全
体
の
構
成
を
大
ま
か
に
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
部
「
九
電
力
体
制
誕
生
ま
で
の
電
気
事
業
経
営
－
公
益
事
業
化

と
電
力
国
家
管
理
一
」
で
は
、
戦
前
の
日
本
の
電
気
事
業
が
供
給
主

体
と
供
給
方
法
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
か
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
「
九
電
力
体
制
の
成
立
と
電
気
事
業
経
営
一

九
電
力
体
制
と
供
給
責
任
の
達
成
1
」
で
は
、
九
電
力
体
制
が
誕
生

し
た
過
程
と
戦
後
の
基
幹
電
源
が
水
力
、
火
力
、
原
子
力
へ
と
ど
の

よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
コ
九
三
〇
年
代
の
電
気
事
業
経
営
の
状
況
」
と
第
二
章

「
地
域
レ
ベ
ル
で
の
水
火
併
用
給
電
方
法
の
実
態
」
で
は
、
一
九
三

〇
年
代
の
電
気
事
業
経
営
の
変
遷
に
つ
い
て
近
畿
地
域
の
事
例
を
中

心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
水
力
主
体
か
ら
共
同
火
力

発
電
の
設
立
に
よ
り
水
火
併
用
給
電
へ
と
転
換
さ
れ
る
が
、
当
時
最

大
の
出
力
を
も
つ
関
西
共
同
火
力
は
、
高
効
率
の
設
備
の
導
入
と
規

模
の
経
済
性
な
ど
に
よ
り
低
い
発
電
コ
ス
ト
を
達
成
し
、
水
火
併
用

給
電
体
制
が
機
能
し
、
阪
神
工
業
地
帯
の
工
業
発
展
を
支
え
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
四

　
第
三
章
「
第
一
次
電
力
国
家
管
理
の
成
立
と
総
動
員
体
制
の
構
築
」

と
四
章
「
戦
時
経
済
の
深
化
と
第
二
次
電
力
国
家
管
理
」
で
は
、
戦

時
体
制
が
深
化
す
る
中
で
第
一
次
・
第
二
次
電
力
国
家
管
理
が
成
立

し
て
い
く
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
国
家
管
理
で
は
、
供

給
主
体
は
民
間
電
気
事
業
者
か
ら
国
家
管
理
下
の
特
殊
会
社
へ
変
更

さ
れ
、
供
給
方
法
は
自
流
式
の
水
力
開
発
か
ら
水
火
併
用
給
電
方
法

へ
と
変
更
さ
れ
る
が
、
民
間
電
気
事
業
者
を
中
心
と
し
た
体
制
が
良

好
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
や
当
時
の
内
閣
の
政
治
力
な
ど
が
背
景
と

な
っ
て
、
電
力
国
家
管
理
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
国
家
管
理
下
の
最
大
の
変
化

は
、
京
阪
神
地
方
の
場
合
、
日
本
発
送
電
に
よ
る
供
給
区
域
独
占
が

実
現
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
第
五
章
「
電
気
事
業
再
編
成
前
の
経
営
改
善
」
と
六
章
「
電
気
事

業
再
編
成
に
み
る
民
有
民
営
形
態
の
模
索
－
G
H
Q
／
s
C
A
p
と

松
永
安
左
工
門
1
」
で
は
、
G
H
Q
／
S
C
A
P
と
日
本
政
府
と
の

や
り
と
り
で
九
電
力
体
制
と
い
う
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
へ
の
過

程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
水
力
の
電
源
属
地
主
義

に
よ
る
コ
○
分
割
案
」
で
は
な
く
、
潮
流
主
義
に
よ
る
「
松
永
案
」

が
採
用
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
時
間
的
な
制
約
の
問
題
に
よ
る
も
の

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

と
し
て
、
「
松
永
案
」
の
目
的
が
日
本
の
電
気
事
業
経
営
の
復
興
と



日
本
経
済
の
早
期
復
興
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
G
H
Q
／
S
C
A

P
が
採
用
し
た
理
由
の
一
つ
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
七
章
「
成
立
直
後
の
九
電
力
体
制
の
動
揺
」
、
第
八
章
「
九
電

力
会
社
間
の
競
争
と
協
調
に
よ
る
旺
盛
な
火
力
発
電
の
開
発
」
、
九

章
「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
中
心
と
し
て
期
待
さ
れ
た
原
子
力
開

発
」
で
は
、
主
力
電
源
が
水
力
、
火
力
、
原
子
力
へ
と
変
遷
す
る
過

程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
直
後
、
水
力
を
ベ
ー
ス
電
源
と
し
、

火
力
を
補
完
電
源
と
す
る
水
火
力
併
用
体
制
が
進
め
ら
れ
る
が
、
多

目
的
ダ
ム
と
い
う
河
川
開
発
に
合
致
し
た
水
力
開
発
の
見
直
し
に
迫

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
電
力
需
要
の
急
増
へ
の
対
応
や
降
雨
と
い
う
気

象
条
件
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
火
力
が

ベ
ー
ス
電
源
に
変
更
さ
れ
た
。
火
力
発
電
が
拡
充
さ
れ
る
過
程
は
、

安
価
な
燃
料
の
確
保
と
多
様
化
、
発
電
機
器
の
大
規
模
化
と
技
術
レ

ベ
ル
の
向
上
、
技
術
導
入
の
競
争
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
消
費
地
で

の
発
電
所
の
立
地
な
ど
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
火
力
発
電

に
は
、
大
気
汚
染
問
題
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
燃
料
コ
ス
ト
高

な
ど
の
欠
点
が
生
じ
、
原
子
力
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
原
子
力
発
電
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
発
電
量
を
急
速
に
伸
ば
し
、

ベ
ー
ス
電
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
導
入
当

初
は
故
障
の
頻
発
に
よ
る
設
備
利
用
率
の
低
下
と
い
う
発
電
所
と
し

て
は
致
命
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
一
九
七
五
年
か
ら
の

「
改
良
標
準
化
計
画
」
の
「
成
功
」
に
よ
り
頻
繁
な
停
止
と
い
う
事

態
は
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
原
子
力
を
中
心
に
し
つ
つ
、
L
N
G

火
力
、
石
炭
火
力
と
と
も
に
ベ
ー
ス
と
し
、
火
力
を
ミ
ド
ル
、
ピ
ー

ク
時
対
応
、
揚
水
式
を
中
心
と
し
た
水
力
を
ピ
ー
ク
時
利
用
と
す
る

「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
化
さ
れ
た
供
給
方
法
が
確
立
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
原
子
力
開
発
に
は
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
で
き
、
地

域
社
会
と
の
「
す
れ
違
い
」
と
い
う
問
題
は
電
力
の
供
給
の
あ
り
方

を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
の
新
潟
県
刈
羽
村
で
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
へ
の
住
民
投
票
に
よ
る
反
対
と
い
う
結
果
は
象

徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
電
源
立
地
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
「
九

電
力
が
、
電
源
三
法
等
の
原
子
力
発
電
立
地
予
定
地
域
に
対
す
る
資

金
的
援
助
の
存
在
を
示
し
つ
つ
、
原
子
力
発
電
の
安
全
性
を
強
調
し

て
立
地
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
に
、
『
説
得
』
に
近
い
『
一
方
的
な

説
明
』
を
行
い
、
『
理
解
』
を
得
る
と
い
う
行
動
を
実
践
し
て
、
そ

う
し
た
あ
り
方
を
体
質
化
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
企

業
倫
理
学
の
現
在
に
お
け
る
到
達
点
た
る
『
対
話
を
通
じ
た
合
意
』

に
向
け
て
、
改
め
て
の
シ
ス
テ
ム
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
」
（
ニ
ニ
九

ペ
ー
ジ
）
と
結
ん
で
い
る
。

　
以
上
の
概
略
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
な
ぜ
、
原
子
力
が

現
在
の
主
力
電
源
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
戦

前
か
ら
の
電
力
事
業
経
営
の
変
遷
が
発
端
と
な
っ
て
、
戦
後
の
水
力

と
火
力
へ
と
変
遷
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
、
高
度
成
長
期
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

中
瀬
哲
史
『
日
本
電
気
事
業
経
営
史
一
九
電
力
体
制
の
時
代
一
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
　
（
上
園
）

〇
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と
い
う
画
期
で
電
力
の
供
給
主
体
と
方
法
が
変
遷
し
た
経
緯
を
産
業

史
と
経
営
史
と
い
う
視
点
か
ら
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
評
者
は

考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
の
学
問
的
な
貢
献
を
認
め
つ
つ
も
、
若
干
の
批

判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。
一
つ
は
、
九
電
力
体
制
が
形
成
さ

れ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
米
国
へ
の
極
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
と

い
う
関
係
を
詳
細
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
火
力
と
原

子
力
の
燃
料
供
給
は
、
米
国
に
よ
る
擁
護
の
も
と
で
成
立
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
を
崩
す
こ
と
が
で
き
な
い
要
囚

で
も
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
九
電
力
体
制
の
意
義
と
限
界
」
を
論

じ
る
た
め
に
は
、
各
電
力
会
社
の
実
態
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
電
力
供
給
は
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
開
発

が
必
要
で
あ
る
が
、
九
電
力
体
制
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な
矛
盾
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

際
、
な
ぜ
、
日
本
で
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
の
か
と
い
う
問
い
を
九
電
力
体
制
と
の
関
わ
り
で
論
じ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
本
書
で
得
ら
れ
た
実
証
的
な
検
討
を
加
え
、
電
力
自
由
化
や
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
展
望
を
示
す
こ

と
が
電
力
供
給
に
関
す
る
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本

書
は
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
電
力
供

給
の
歴
史
観
を
得
る
貴
重
な
研
究
書
で
あ
り
、
ぜ
ひ
一
読
を
薦
め
た

い
。

二
〇
六




